
淀川は、河川法上は琵琶湖から大阪湾までの全長

７５ｋｍをいいますが、一般的にわれわれが淀川

を指すとき、八幡の三川合流（桂川・宇治川・木津川）

地点から大阪湾までの３７ｋｍをいうことが多い

ようです。

淀川は古くから交通の要衝として栄え、江戸時代には三十

石船（乗客定員２８名程度、米を三十石積めることからそう

呼ばれた）が京都伏見と大坂をつないで盛んに人と物資を

運んでいました。明治時代に入り蒸気船が登場し、淀川の舟

運は新しい時代に入りました。

航路は大きな船が通れるように一定の水深を保つ必要があ

るため、オランダ人技師デ・レーケにより、土砂が堆積しな

い仕組みの水制工※粗朶沈床がつくられました。これにより

水路を曲げて水の流れの速さを制御し一定の水深（１.５ｍ）

を保つことができました。
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城北ワンドは、粗朶沈床による水制工

事で囲まれたところに土や砂がたまり、

その上に水際を好む木や草が茂り、結

果としてワンドの形ができました。ワ

ンドの水は地下で本流と行き来し流

れもおだやかで、池などに棲む魚にと

っては都合良く、水辺の植物の生えて

いるところは魚の産卵や稚魚が暮ら

す絶好の棲み処となっています。

そこには、国の天然記念物・国内希少野生動植物種に指定さ

れているイタセンパラやアユモドキが生息していましたが、

環境の変化（悪化）により最近のワンド調査では見つからな

くなるほか、在来種が激減しています。淀川の生態系の象徴

とされるイタセンパラは、淀川河川事務所をはじめ関係団体・

研究者により定期的に調査および観察が行われていますが、

２００５年に確認されたのを最後に昨年２００９年までに

１匹も確認されませんでした。

環境悪化の要因として、ブラックバスやブルーギルの外来肉

食魚が放流され在来種が食べられてしまったこと、水位の上

昇などによりワンドが深くなり産卵に適した浅場がなくな

ったこと、ここ数年来のボタンウキクサなど外来水草の異常

繁殖やビニール袋などゴミが底に溜まり産卵場所としてい

る二枚貝が育たなくなったことなどが原因と考えられてい

ます。 <原田　禎文>

淀川資料館　枚方市新町2-2-13 TEL:(072)846-7131
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